
m 指 導上の参考資料

1 根 こぶ 病 に対す る石灰 チ ッソ とPCNB剤 の併 用効果 に づい て f

l 背 景と特徴      |          |

アプラナ科に対する根こぶ病は、近年県下各地に発生 し、その防除に困難性が生 じている。      .

長野県で試みられた募夕Jては石灰チップとPCNB剤 との併用rCより、防除効果が高いことが

判明している。本県でも白葉で遠野と江刺普及所管内の激発地帯て実施じた。その結果、大々

の効果が確認されたので参考資料としてとりあげた。        i

2 技 術内容                      !

PCNB剤 、 10a当 たり20Kタプラス石灰チブツ80埼併用することにより、 根 こぶ病の発

生を抑えることができた。

3 普 及上の留意点

(1)石 灰チッノは、播種または定植前 10日以上前に行うこと。

(勢 施 肥上は、石灰チノンに含まれるN質 成分を差引き、他作物に飛散 しないようェ大をする

こと。

4 展 示成績の概要

(1)課 題 名 根 こぶ病に対する石灰チクノとPCNB剤 の併用展示

(2)展 示場所および年次

遠野市青笹町糖前 29-1-1

菊池梅太郎氏□場  昭 和 52年度

伸)展 示方法

1)供 試条件

標 準 区 PCNB粉 剤 (20")2o K″ /10a

土壊全面散布 じ耕起

併 用 区  P C N B 粉 剤 1 1 票サ
区

と里董 | 十 石 灰 チ ッ ン  8 0 駒 / 1 0 a

石灰チ ノンは播種 7日 前に全面散布 し耕起

2)供 試面積

1区   la  単 区制 (全圃場面積 30a)

3 ) 栽 培 法

品種ならびに裁培法については委託者の慣行法による。 (品種 :松島変配 60日、
8/7播、

…
…52-



裁植距雄 64.5筋X46筋 、 3,370株/10a)      .:

“)調 査項目

1)栽 培ほ場の土質  PH6.3～ 6.6、P吸 1,500、有効P3:5～ ■0竹  ‐

2)栽 培管理  病 虫害防除  3回 、中耕除草 2回    :

3)根 こぶ病の発生状態、発病率、その他 (拐u表のとかり)

4)縮 合判定

6)主 要データ           ー    ~~

(100株調査 )          ■
~ ~

来 併 用区は石灰チップ 80駒/10a、 同半最区は石灰チップ 80降/10att P CNB剤

10К夕/10a

考察 :発 病の部位別 では、ほ とん どが直根発生であったが、本 処理区の 20々、先用 区ヤ半量 )は

rr‐■とん ど細根主体の発生であった。恨行区の耕種概要は標準区 と併用区 (半量 )の 中間的 も

のであるが、発生部位は直根に多か った。標準区(併 用区の根部を比較すると多少併用区の

根部が細 くみ られた。               一
             t

結合十u定として標準区より併用区が各区とも発病率でまさめ〔収豊!そ若干劣ったこ_とは石灰

チップの施用が播種時期との関係から生育抑怖Uされたものと思われる。

今後、管内1/C於いて十分普及されてゆくものと思われる。

(1)課 題 名 根 こぶ病に対する石灰チッンと'6N恵 剤の併用尿示

修)展 示場所および年次  江 刺市愛宕字土花  昭 和 52年度 i :         :

担当耕作者  菅 野 保 男

土 地 条 件  沖 積砂質土

供 用 野・菜  秋 どり白業

- 5 3 -

発 病 率 一  球  襲
|

術 考

(PH)発病株数
同無処理
対  比

不結球率 金!  重 結 球 重

標準区(瑞晋) 1 3本 21% %
4,487K♂ 3,とるOK″ K71d65

併用写(2汗文) 0 4,097 3,400 6!40

//   (引 篭 ) l ll 4,178 3.551 6.45-

無 処 理 区 60 100 3,248 2,955 6.60

慣   行   区 28 4,316 3,539 6.40



供 試 面 積  1 0 a          ―

耕 種 概 要

1)品   種   長 岡交配王将     t   ‐

2 ) 播種 期  8 月 1 4 日

3)栽 植距雄  畦 巾 66初 、株間 45筋 、 10a 3,300株

的)展 示方法

1区 石 灰チ ッソ80降 +P CNB 20【 夕併用区

2区  石 灰チタノ80降 +P CN B10町 併用区

8区  P C N B 20K7単 用区

4区  無 処理区 (石灰 N60町 )

項 目
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1

2

3

4

区

区

区

区

０

　
　
０

　
　
０

　
　
０

８

　
　
８

　
　
８

　
　
８

８

　

　

８

　
　

　

　
　

　

６

80

80 1

200

100

０

　
　
０

　
　
０

　
　
０

５

　

５

　

　

　

　

４

20

20

0

10

20

20

20

20

m)主 要 デ ータ

調査成績 (50株 調査 )

成 分 施 用 量 ( レO a )
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被害程度別調査基準

A:根 部腐政

B:根 こぶ着生による主根の伸張停止

C:  ″      細 根の  〃

D:根 こポが細根に少数認められる。

考察 :(1)防 除効果な石灰チ ッソ80降 +PCNB剤 20特区>P CN B 20駒 単用区i>石 灰チノン

80K夕+P CNB10降 区 >慣 行区の順である。

el 石 灰チノソ80均 十P CNB 10聯 併用は PC NB 20駒 単用 と同等の効果があった。

(1)課 題 名  根 こぶ病に対する石灰チ ッソとPCNB剤 の併用展示

Q)展 示場所  北 上市稲瀬町押切  菊 池 賢 治宅  面 場

t〕 耕種概要

品 種  オ リンピア  は 種  8 月 1 2 日

施 肥   一 般慣行  裁 植密度  畦 巾 75御 X株 間 45御 (2,963株 )

区 制   1区  2a  l区 待u     r

(4)試 験成績

試 験 区 名 施 用 量
査
数
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石 灰 N 8 0 K 7

P C N B  1 0 駒
20 10.2% 84.8 24.0 6,031 553,務

Ｎ
Ｂ

灰
ＣＮ

石
Ｐ

80駒十
2 0 駒

石灰N 80峰
P C N B 2 0 駒

20 15努 5 4.9% 90,1 2,70 ■209

無   処   理 139 79.9 1,090 100

考察 :試験ほ場にかける本病?発 生は激発の状態であり、各区ともにほ全株に発病の状態であった。

1.石 灰N80駒 +PCNB 10均 区は、無処理区に比し55,3"の効果は認められたが、販売

可能結球率 84.8%で あり効果は認められた。

2.石 灰N80均 十P CN B 20降 区は無処理区に比し66.1%の効果であり、健全株率 15"く

残 りな全株発病が見られたが防除効果は一番高い。

-55‐ ―


